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駿河湾から得られたソコクロダラ稚魚の形態と擬態行動

岡本　誠 1・飯田尚輝 2・柳下直己 3・本村浩之 4

In March 2026, two juvenile specimens of Lepidion inosimae 
(Günther, 1887) (Gadiformes: Moridae) were found swimming 
with ctenophores in Suruga Bay, Japan, and were collected alive 
by hand net. These specimens are characterized by having an 
elongate body, a chin barbel, 7 pelvic-fin rays, a combination 
of 56–58 second dorsal-fin rays and 48–50 anal-fin rays, and no 
ventral luminous organ. We describe the morphology of these 
specimens and present a color photograph of it in life. Based on 
live video footage, these juveniles consistently bent its body into 
a C-shape with all fins spread out, which was presumed to be a 
behavior of mimicry of gelatinous plankton or Polycladida. To 
date, there has only been one reported case of the early life stag-
es of this species, making this study the second report.
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 Abstract

チゴダラ科ソコクロダラ属魚類（Moridae: Lepidion）

は標準体長 60 cmを越える深海性魚類で，世界で 8有

効 種 が 知 ら れ て い る（Templeman, 1970; Bañón et al., 

2013, 2024）．そのうち日本からはソコクロダラ Lepidion 

inosimae (Günther, 1887)とキタノクロダラ Lepidion schmidti 

Svetovidov, 1936 の 2 種が知られており（Nakaya et al., 

1980；中坊・甲斐，2013），両種は北西太平洋において，

おもに底はえ縄および底刺網によって漁獲され，食用と

して稀に流通する（山田ほか，1998；中村ほか，2018; 

Korostelev et al., 2023）．

2026年 3月，駿河湾北東部の浅海域において，ソコク

ロダラ属の稚魚 2個体が第 2著者によって採集され，直後

の生時の行動が動画および写真撮影された．この標本は形

態的特徴および DNA解析により，ソコクロダラに同定さ

れた．本種の仔稚魚に関する報告は，これまで宮城県沖で

採集された 1個体のみで（Okamoto et al., 2009），今回，初

めて生時の行動が観察された．これら 2標本はそれぞれ

1個体ずつクシクラゲ類（全長約 10 cm）に付随して遊泳

しており，ともに各鰭を広げて体を C字型に曲げていた．

この行動は採集後に移動させたバケツ内や水槽内でも観察

された．本研究では駿河湾産ソコクロダラ稚魚 2個体に基

づく形態の記載，およびクシクラゲ類との共生と遊泳行動

から推測された擬態行動について報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Hubbs and Lager (1958)と Nakaya et al. 

(1980)にしたがった．ただし，第 1背鰭と臀鰭の鰭条数に

ついて，本属魚類は前端の 1軟条が筋肉中に埋没している

場合があるが（Templeman, 1970; Arronte et al., 2011），本研

究においては外部観察で確認できる鰭条のみ計数した．標

準体長（standard length）は，体長あるいは SLと略記した．

稚魚標本はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで，比

較標本は 0.01 mm単位まで計測して小数第 2位を四捨五

入した．測定値は体長の百分率（%）で示した．稚魚標本

は生時に動画と写真の撮影を行い，死亡後，固定した直後

の生鮮時にも写真撮影を行った．記載した稚魚標本は鹿児

島大学総合研究博物館（KAUM），比較標本は東京大学総

合研究博物館（ZUMT）に登録・保管されている．

稚魚標本 2個体について，エタノール溶液中に保存し

ていた筋肉組織から，DNeasy Blood & Tissue Kit (QIAGEN)

を使用して DNAを抽出した．FishF2と FishR2（Ward et 

al., 2005）のプライマーセットを用いてミトコンドリア

DNA（mtDNA）の cytochrome c oxidase submit I（COI）領

域を PCR 増幅した後，ExoSAP-IT（Applied Biosystems）
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によって増幅産物を精製した．精製した増幅産物およ

び PCR増幅に用いた各プライマーを用いて，ユーロフィ

ンジェノミクスの DNAシーケンス受託サービス（プレ

ミックス）を利用し塩基配列を決定した．得られた塩基

配列について BLAST検索を行い，International Nucleotide 

Sequence Database Collaboration（INSDC）に登録されてい

る塩基配列との類似性を調べた．

Lepidion inosimae (Günther, 1887)

ソコクロダラ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　2個体：KAUM–I. 224531，46.3 mm SL，KAUM–I. 

224532，63.0 mm SL，静岡県沼津市西浦地区の岸壁，駿河

湾北東部，浅瀬の海面から 50 cm付近，2026年 3月 22日，

水温 14.0℃，タモ網，飯田尚輝によって採集．

同定　本標本の体は細長く側扁し，背鰭・臀鰭と尾鰭
は不連続，腹鰭は喉位，背鰭，臀鰭，および腹鰭は軟条の

み，腹鰭は一部軟条が糸状に伸張，第 2背鰭に欠刻がない

ことからチゴダラ科魚類の稚魚（中坊，2013）に同定され

た．さらに，第 1背鰭の第 2条が伸長すること，腹鰭条数

が 7で前部の 2条が伸長すること，下顎先端にヒゲがある

こと，鰓条骨が 7本であること，および腹部に発光器をも

たないことから，Nakaya et al. (1980)と Paulin (1984)が定

義したソコクロダラ属に属する．北西太平洋において，ソ

コクロダラ属魚類はソコクロダラとキタノクロダラの 2種

が生息しており（Nakaya et al., 1980; Paulin, 1984），本標本

は第 2背鰭鰭条数が 56–58，臀鰭鰭条数が 48–50で，この

組み合わせはソコクロダラ L. inosimaeの識別形質（Nakaya 

et al., 1980; Paulin, 1984）に一致していたことから，本種と

同定された．

2標本それぞれから mtDNA COI領域における 624塩基

対が得られ（アクセッション番号：LC932090, LC932091），

これらの標本間で塩基配列に違いはみられなかった．

BLAST検索では，ソコクロダラ 4個体の配列［アクセッ

ション番号：PX647311（未発表），HM392287（未発表），

MN123400 (Eme et al., 2019)，EF609383 (Ward and Holmes, 

2019)］と 97.4–99.8%，Lepidion guentheri (Giglioli, 1880) 2

個体の配列［JX437987 (Bañón et al., 2013)，PP131281 (Bañón 

et al., 2024)］と 98.9–99.0%一致した（いずれもカバー率

Fig. 1. Juveniles of Lepidion inosimae from Suruga Bay, Japan (A: KAUM–I. 224531, 46.3 mm SL; B: KAUM–I. 224532, 63.0 mm 
SL).
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100%）．

記載　計数・計測形質の値は Table 1に示した．体は細

長く著しく側扁し，背縁と腹縁の輪郭は尾柄部にかけて

緩やかに細くなる．体高は胸鰭基部で最も高い．腹腔部は

内容物によって短い円筒形状に膨らんでいる．肛門はやや

突出しながら開孔しており，第 2背鰭第 12軟条基部の直

下に位置する．肛門の直後には微小な生殖乳頭が存在する．

頭部は側扁し，吻部がやや斜め上方に凸状となる．眼は大

きく円形で，眼窩径は吻長よりも長い．眼の前方には上下

方向に長い楕円形の大きな鼻孔があり，2個の開口部をも

つが皮弁はない．口は大きく，やや斜め上方に突出し，上

顎後端は瞳孔の前縁の直下を越える．上顎には内側に湾曲

した小型の円錐歯（2–4本）によって形成された歯塊が 1

列に並び，下顎には上顎歯よりも小さい円錐歯が 2–3列並

ぶ．鋤骨には粒状の歯が少数ある（KAUM–I. 224531は 2

個，KAUM–I. 224532は 4個）．口蓋骨と基舌骨に歯はない．

両眼間隔域は眼窩径より狭く，中央部は凹む．鰓孔は広く，

鰓蓋部は薄い．主鰓蓋骨後縁には鈍い 1棘がある．下顎先

端部にはヒゲが 1本あり，その長さは尾柄高とほぼ同じ．

腹部発光器はない．第 1背鰭の始部は主鰓蓋骨後端の直上

にあり，第 2軟条は糸状に伸長する．第 2背鰭は基底が長

く，最後軟条は尾鰭と鰭膜でつながらない．臀鰭は基底が

長く，始部は第 2背鰭第 13軟条基部の直下に位置し，最

後軟条は尾鰭と鰭膜でつながらない．胸鰭は細長く，後端

は臀鰭始部をゆうに越える．腹鰭は細長く糸状に伸張して

おり，最も長い最外側の鰭条の長さは体長の約半分．尾鰭

は細長く，後縁はやや尖る．体側には 5本（うち 2本は背

鰭と臀鰭基底）の溝状の縦列線がある．側線は 1本で鰓蓋

部上端の直後から始まり，躯幹部においてわずかに上方へ

湾曲し，それより後方は直線状．鱗は微小な円形で剥がれ

やすい（KAUM–I. 224531は未発達）．

色彩　生時の色彩（Video 1）―吻部から鰓蓋部は半透

明で灰色．後頭部と体側全体が薄茶色で腹腔は黒い．体側

上部には第 2背鰭にかけて大型で薄茶色の斑が 4個，体側

下部には臀鰭にかけて大型で薄茶色の斑が 3個ある．胸鰭

は鰭条と鰭膜が透明で基部が薄茶色．腹鰭は上部が透明で

下部が灰色，鰭条の先端部が点状に白い．第 1背鰭は全体

が薄茶色で，上部縁辺が白く縁取られる．第 2背鰭は前記

の斑を除き，前部 2/3の上部のみが薄茶色でその他は透明，

後部の 1/3は透明の縁辺部以外は薄茶色，鰭条先端部が点

状に白い．臀鰭は前記の斑を除き，前部 2/3の縁辺部が薄

茶色でその他は透明，後部 1/3は透明の縁辺部以外は薄茶

色，鰭条先端部が点状に白い．尾鰭は透明．

固定後の体色―固定直後（Fig. 1）では吻部から顎骨

周辺が淡褐色，鰓蓋部は下地が銀白色で大型の黒色素胞群

がやや密集する．腹腔部は黒く，後頭部および躯幹部の体

側は淡い黒茶色．尾部の体側は褐色で，上部には第 2背鰭

にかけて大型で薄茶色の斑が 4個，体側下部には臀鰭にか

けて大型で薄茶色の斑が 3個ある．尾柄部末端部は白色．

胸鰭は基部が黒色でそれ以外は半透明，射出骨と肩甲骨の

体表面は薄茶色．腹鰭は基部からおよそ 4/5が黒色，それ

より後部は白色．第 1背鰭は半透明で全体的に黒色素胞が

散在する．第 2背鰭と臀鰭がともに前記の斑および後部の

1/3が薄茶色でその他は灰色．尾鰭は白色．ヒゲ，肛門お

よび生殖乳頭は白色．

分布　日本国内では宮城県沖（Okamoto et al., 2009），

千葉県勝浦沖（川瀬，2022），相模湾（Günther, 1887；田

中，1927; Nakaya et al., 1980; Senou et al., 2006；柴田ほか，

2015；本田ほか，2024），八丈島および三宅島周辺の伊豆

諸島（東京都島しょ農林水産総合センター，2019），北硫

黄島北方沖（Nakaya et al., 1980），駿河湾（黒田，1951; 

Shinohara and Matsuura, 1997；本研究），熊野灘（榊原，

2025），瀬戸内海（吉郷，2018），高知県足摺岬沖（遠藤，

1997），および五島列島南部から琉球列島周辺の東シナ海

（山田ほか，1998; Shinohara et al., 2005；中村ほか，2018）

から記録されている．国外ではカムチャッカ半島（Fricke 

et al., 2019），天皇海山（Nakaya et al., 1980; Korostelev et al., 

2023; Prokofiev et al., 2025），ハワイ諸島（Mundy, 2005），

Table 1. Counts and measurements of juveniles of Lepidion ino-
simae.

KAUM–I.
224531

KAUM–I.
224532

SL (mm) 46.3 63.0
Counts
First dorsal-fin rays 5 6
Second dorsal-fin rays 58 56
Anal-fin rays 50 48
Pectoral-fin rays 23 23
Pelvic-fin rays 7 7
Gill rakers 5 + 11 5 + 12
Branchiostegal rays 7 7

Measurements (% SL)
Head length (HL) 22.9 22.4
Body depth at pectoral-fin base 18.4 22.4
Body depth at anus 14.9 14.9
Predorsal length 24.6 24.4
Preanal length 41.0 42.1
Pectoral-fin length 22.5 25.4
Pelvic-fin length 49.9 45.1
First dorsal-fin base length 3.9 3.8
Second dorsal-fin base length 58.1 62.9
Anal-fin base length 43.8 49.0
Caudal-peduncle length 9.5 7.6
Caudal-peduncle depth 3.0 3.2
Length of second ray of first dorsal fin 8.0 11.0
Length of third rays of first dorsal fin 3.7 5.1

Measurement (% HL)
Orbital diameter 27.4 28.4
Interorbital width 22.6 23.4
Snout length 21.7 22.7
Upper-jaw length 45.3 44.7
Barbel length 14.2 13.5

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ichthy/67/0/67_6/_article/-char/ja
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ニューアイルランド島（Fricke et al., 2019），パプアニュー

ギニア（Fricke et al., 2019），ニューカレドニア（Fricke et 

al., 2011），ニュージーランド（Paulin, 1984, 1990; McMillan 

et al., 2019），西オーストラリア（Williams et al., 1996; 

Hutchins, 2002），オーストラリア東岸（Fricke et al., 2019），

およびインド南西岸（Vinu et al., 2017）から記録されてい

る．生息水深について，稚魚は 0–20 mの表層付近（Okamoto 

et al., 2009；本研究），成魚は 250–1360 mから得られてい

る（Nakaya et al., 1980; Mundy, 2005; Fricke et al., 2011; Vinu 

et al., 2017; McMillan et al., 2019; Prokofiev et al., 2025）．

備考　本標本はソコクロダラの稚魚として同定された
（同定の項参照）．本種の稚魚の報告は Okamoto et al. (2009)

のみが知られており，クシクラゲ類に付随した記録，お

よび生時に採集された事例としては初めての報告となる．

過去の報告（Okamoto et al., 2009）と比較した結果，本標

本は明瞭に腹鰭長が長かったが（45.1–49.9% SL vs. 18.1% 

SL），本種の腹鰭の先端部は糸状に伸長していて脆く，

Okamoto et al. (2009)の標本は先端部が欠損していた可能

性が高い．また本標本は体色が黒茶色で明瞭な斑が存在

していたが，Okamoto et al. (2009)の稚魚では体色は淡褐

色で模様はなかった．この相違に関しては Okamoto et al. 

(2009)の標本が約 20年，ホルマリンで保存され，その後

にアルコール置換された後に記載されたことから，長期保

存による退色が要因と考えられる．

本研究の 2標本の mtDNA COI領域の塩基配列は，ソ

コクロダラだけでなく，北東大西洋に分布する Lepidion 

guentheriとも高い一致性を示した．Bañón et al. (2013, 

2024) は mtDNA COI領域の塩基配列を基にソコクロダラ

属の系統関係を推定し，ソコクロダラとして塩基配列が登

録されている数個体が L. guentheriのクラスターに含まれ

ることを明らかにした．この結果を基に，L. guentheriは

インド・太平洋にも分布する可能性があり，それらソコク

ロダラとされた数個体は L. guentheriの誤同定と考えられ

るとした．両種は形態学的に大変似ているが，ソコクロ

ダラの鰓耙数は 11–17と L. guentheriの 19–25よりも少な

いことで区別される（Bañón et al., 2010, 2013, 2024; Vinu et 

al., 2017）．2標本の鰓耙数は 16–17（Table 1）でソコクロ

ダラと一致しており，L. guentheriの特徴とは異なる．両

種の関係については，今後，さらなる分類学的再検討が必

要である．

ソコクロダラは深海性魚類で成魚は沖合に生息してお

り，過去の稚魚の採集場所も宮城県沖の親潮 −黒潮移行域

であった（Okamoto et al., 2009）．しかし，今回の稚魚 2個

体はいずれも駿河湾の湾奥の浅海域で発見された．本種の

Fig. 2. Living individuals of Lepidion inosimae from Suruga Bay, Japan, inside a bucket (top individual: KAUM–I. 224531, 46.3 mm 
SL; bottom individual: KAUM–I. 224532, 63.0 mm SL).
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産卵場所や仔魚の成育場については不明であるが，主要分

布域を考慮すると沖合である可能性が高い．今回，駿河湾

の浅海域に出現した要因については，前年 2025年に約 7

年継続していた黒潮大蛇行の終息（気象庁，2025）が影響

していると考えられ，これにより駿河湾の湾口海流は反時

計回りの環流となり（稲葉ほか，2001；日向ほか，2003），

周辺海域の海流が変化したと推測される．水温においても，

採集月の駿河湾の海面水温は，過去 5年の値よりも著しく

低いことが明らかとなっており（気象庁，2026），本標本

の採集された場所の水温 14.0℃と過去の知見（11.9–14.5℃, 

Okamoto et al., 2009）と類似していたことは興味深い．こ

の時期には沖合に生息する他のチゴダラ科魚類およびその

他の深海性魚類の稚魚も駿河湾において例年より多く発見

されており（岡本，未発表），海流の変化よって沖合から

接岸したと推察される．

駿河湾産ソコクロダラ稚魚 2個体はともに水面付近で

それぞれ別のクシクラゲ類に付随して遊泳していた．これ

までチゴダラ科魚類の仔稚魚がクラゲ類に付随していた

記録はなく（大塚ほか，2018；近藤，2019），本研究が初

めての報告となる．採集時，本標本は各鰭を広げて体を C

字型に曲げて静止，またはゆっくりと回転ながら遊泳して

いたが，採集直後に移したバケツや室内水槽の中でも同

様の行動をしていた（Video 1）．チゴダラ科魚類の稚魚は

本標本も含めて腹鰭が糸状に伸長しており（Moser, 1981; 

Okamoto et al., 2007, 2008, 2010），これがクラゲ類の刺胞を

有する触手に擬態して捕食者から身を守っていると考えら

れている（Johnson et al., 2025）．また本標本の体を丸める

という行動は，ウナギ目魚類のレプトケファルス幼生が行

うオビクラゲ類もしくはクシクラゲ類に擬態した行動に類

似している．オビクラゲ類は刺胞をもたないが，水分含有

量が高く逆に炭素含有量（いわゆる栄養価）が低いことか

ら，捕食者から避けられ，これらに擬態することは生存戦

略として効果的とされている（Greer et al., 2016; Johnson et 

al., 2025）．擬態はモデル種が同所的に存在しないと成立し

ないと考えられているが（Johnson et al., 2025），今回はク

シクラゲ類の存在が確認でき，また 2個体ともに一般的な

遊泳行動や逃避行動とは異なる行動を行ったことからクシ

クラゲ類もしくはその他のゼラチナスプランクトン類に似

せた擬態行動とも考えられる．一方，ゼラチナスプランク

トン類は透明な場合が多く，それに擬態している仔稚魚の

多くが透明であるが（Johnson et al., 2025），ソコクロダラ

稚魚は生時の体色がやや黒っぽく，かつ大型の斑が存在し

ていた．体色の斑や点状の模様はその他の擬態する仔稚魚

にも存在することがあり，これは移動する際にその方向性

を誤認させて捕食者を混乱させると言われている（Moser, 

1981）．またこのような黒っぽい体色や扁平した体は有毒

種を含むヒラムシにも類似しているため，こちらも擬態の

モデル種の可能性がある．いずれにせよ本研究ではチゴダ

ラ科魚類の仔稚魚がクラゲ類に付随していたことのみなら

ず，擬態行動を記録した初めての報告となる．

比較標本　ソコクロダラ Lepidion inosimae，2個体：

ZUMT 14351，341 mm SL，ZUMT 14352，304 mm SL，神

奈川県三浦市三崎沖，相模湾，1925年．
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